
















め， 「資料の論理的読解力を高める」 ことと 「資
料ベースの論理的表現力を高める」 ことである。
前者は「問いを構成する指導の充実を図る」こと，

















Akira Fukushiro （Tottori University Junior High School） : Examples of “Yarikuri （devices 
for better management） ” in social science. ― Enhancing literacy to read out data and 
documents
要旨 ― 本年度は社会科の研究の柱として 「資料リテラシー」 を取り組んだ。 資料リテラシーと
は適切な資料に基づいて課題を探究し， 資料を活用して論理的に表現する力であると考えてい
る。 とくに重視していることは資料リテラシーを高めるため， 「資料の論理的読解力を高める」 こ
とと 「資料ベースの論理的表現力を高める」 ことである。 このような取り組みを系統的，段階的，
累積的に高めていくことにより，社会科の本質に根ざした論理的思考力が育成されるものと考え，
中学校 1年生， 歴史的分野において取り組みや授業改善を行った。
キーワード ― 資料リテラシー， 読解力， 論理的表現力， 歴史 ,中学校社会科
Abstract ― We have dealt with “document literacy” as the research subject of social science in the 
school year 2018. We consider that “document literacy” as abilities to read important subjects on 
the basis of pertinent data and to logically express results obtained from those data and documents. 
Especially emphasized to raise document literacy were enhancement of both “logical reading of the 
data” and “logical presentations based on the data”. Under the policy that ability of the logical thinking 
based on the essence of the social science is nurtured by accumulation of such activities, we have 
practiced lessons of history for the ﬁrst-year students in the Tottori University Junior High School.
Key words ― document literacy, reading comprehension, ability for logical presentation, history, 
social science for junior high schools
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ある。 教師に言われたまま 「疑問点」 を出したと
しても， そのような指導だけでは問う力， 考える力
はなかなか高まらないし身に付かない。 たとえば，
ニュース報道では 「5Ｗ 1Ｈ」 が事実を明らかに
するための基礎的， 本質的な問い方である。 「事
件はいつ， どこで起こったのか」 「誰が関係して
いるのか」 等々， 「5Ｗ 1Ｈ」 を調べ， 明らかに
し，事実を浮き彫りにしていくのが大切である。 「見
えるモノ ・ コト」 から 「見えない関係」 を洞察し，
課題を発見 ・構成し， 探究していくためには， こ
のような 「問い方」 をもとにして観察したり， 考え
たこと整理したりする場が不可欠である。 重要なこ




































ある。 現在， 社会全体には 「わかりやすさ」 を
求める風潮が広まり， 強まっているのではないだ
ろうか。 「わかりやすさ」 はそれ自体， 望ましい
ことには違いないが， 「わかりやすさ」 の背後に
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